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内容概要 
 

 本論文は、近年極めて微細な構造を有するデバイスを加工できるようになり、それに伴

い微小領域の物性及び異物分析への要求が高まっている。そこで元素同定・構造解析に良

く使用される X 線を成沢研究室でイオンビームを収束するのに使用しているガラスキャピ
ラリを用いて収束することで空間分解能の向上が見込めるのではないかと考え X 線の収束
を目的とした。 
 
本論分の構成及び各章の概要について示す。 
 
１．序論 

X線の収束に着目した経緯と Xの性質について簡単にまとめ、本研究の目的を述べる。 
 
2.．キャピラリを用いた X線の収束技術について 
 既存の技術として確立されている、ガラスキャピラリを用いた X 線の収束技術を調べ多
数のシングルキャピラリを用いたポリキャピラリ（MCX)、また堀場製作所の XGT シリー
ズを例にキャピラリの集光原理について説明する。 
 
3．全反射する X線の軌道 
 ここでは X 線がガラスキャピラリ内でどのように反射され収束されるのかを簡単なモデ
ルを使って解説する。 
 
４．実験装置 
 本研究で使用した XRF装置・ガラスキャピラリ作成装置について説明する。 
 
５．実験方法 
 ガラスキャピラリの作成から収束実験方法について説明する。 
 
６．まとめ 
収束実験についてまとめ、今後 X線の収束を行う上での改善点を検証した。


